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今
年
度
の
自
治
会
活
動
の
取
り
組
み

副
会
長
　
木
津
谷
勝
正

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

．^
２
０
２
６
年
が
会

員

の
皆
さ
ま
に
と

っ
て
良

い
年
と
な
る
こ
と
を
お
祈
り

中
し
Ｌ
げ
ま
す
３

昨
年
は
記
録
的
な
猛
暑
が
長
く
続
く
等
、
天
候
不
順

が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
私
た
ち
自
治
会
が
各
種

行
事

に
取
り
組
め
ま
し
た
の
も
理
事

。
班
長

・
幹
事
等

の
役
員

の
方
々
と
会
員

の
皆
さ
ま
の
ご
支
援

。
ご
協
力

の
お
蔭
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
ｃ

そ
こ
で
、
以
下
に
今
年
度

の
主
な
活
動

に
つ
い
て
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

安
全

。
安
心
な
街
づ
く
り

へ
の
取
り
組
み

私
た
ち
電
電
戸
塚
団
地
自
治
会

に
と

っ
て
安
全

。
安

心
は
重
要
な
活
動
テ
ー

マ
で
す
。
昨
年
末
″
月
８
日
の

深
夜
に
は
青
森
県

で
震
度
６
強

の
地
震
が
発
生
し
、
気

象
庁
よ
り
初
め
て
後
発
地
震
注
意
情
報
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
に
と

っ
て
も
日
断
あ

災
害

へ
の
備
え
の

重
要
性
を
改
め
て

認
識
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

〈
防

災

活

動
〉
Ｈ

月
９
日
に
雨

の
中

各
班

で
の
自
主
防

災

訓

練

が
行

わ

れ
、
多
く
の
方
に

参
加

い
た
だ
き
防

災

組

織

の
確

認

等

を
行

い
ま

し

た
。
続

い
て
班
長

は
平

戸

小

学

校

の
地
域
防
災
拠
点

へ
移
動
し
て
、
平
戸
地
区
の
近
隣
の

自
治
会
と
合
同
で
の
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

８
月
に
は
対
象
班
長

へ
心
肺
蘇
生
法
訓
練
を
開
催
し
Ａ

Ｅ
Ｄ

（自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使

い
方
を
学
び
ま

し
た
。
そ
の
他
、
会
館
に
備
わ
っ
た
発
電
機

。
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
ボ
ン
ベ
等
の
防
災
機
器
の
機
能
点
検
に
も
努
め
、
約

１
０
０
０
食
分
の
備
蓄
食
料
の
入
替
え
も
行
い
ま
し
た
。

〈防
犯
活
動
〉
理
事

・
幹
事

。
有
志

の
協
力
を
得
て
広

報
車
で
年
間
２４
回
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
ｃ
自
治

会
内
認
ヶ
所
の
防
犯
の
ぼ
り
旗
の
点
検

。
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
５
月
に
は
戸
塚
警
察
署
の
職
員
を
招
き
、
役

員
を
対
象
に

「防
犯
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
戸
塚

区
内
で
発
生
し
た
特
殊
詐
欺
や
訪
間
詐
欺
等
の
実
例
に

つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
は
補
助
金
で
会
館
外
壁
に
２
台
の
防
犯

カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
今
年
度
中
に
は
６
ヶ
所
８
台
日
と

な
る
地
域
防
犯
カ
メ
ラ
も
補
助
金
で
設
置
予
定
で
す
。

自
治
会
内
の
防
犯
体
制
を
更
に
強
化
し
ま
す
。

〈防
火
活
動
〉
６
月
と
Ю
月
に
消
火
栓
を
使

っ
た
放
水

訓
練
と
と
も
に
家
庭
用
消
火
器
の
使
用
訓
練
を
開
催
。

消
防
小
屋
周
辺
の
草
刈
り
も
有
志
で
行
い
ま
し
た
。

‐２
月
に
は
消
火
器
購
入
の
斡
旋
も
行
い
ま
し
た
ｃ
ま

た
今
年
度
も
老
朽
化
し
た
消
火
用
ホ
ー
ス
８
本
を
新
し

い
物
に
更
新
済
み
で
す
ｃ

環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

〈
５
つ
の
公
園
の
維
持
管
理
〉
私
た
ち
の
自
治
会
内

の

公
園
は
、
各
班
が
交
代
で
毎
月
の
公
園
清
掃
を
行

っ
て

い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
参
加
に
感
謝
中
し
上
げ
ま

す
ｃ
ま
た
、
こ
こ
数
年
は
猛
暑
の
影
響
か
雑
車
の
繁
茂

が
著
し
い
た
め
、
有
志

に
よ
る
卓
刈
り
機
を
使

っ
た

大
々
的
な
草
刈
り
や
、
戸
塚
土
木
事
務
所
に
依
頼
し
て

中
高
本
の
枝
の
剪
定
等
を
通
宜
実
施
し
て
い
ま
す
。

〈
ゴ
ミ
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
開
催
〉
９
月
に
は
資
源
循

環
局
戸
塚
事
務
所
の
職
員
の
指
導
で
実
際
の
ゴ
ミ
集
積

場
所
を
回
り
、
分
別
方
法
等
に
つ
い
て
実
地
で
学
び
ま

し
た
。
そ
の
後
は
会
館
に
移
動
し
て
ゴ
ミ
分
別
の
方
法

や
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
廃
棄
の
仕
方
等
を
学
び
ま

し
た
。

子
ど
も
会
と
連
携
し
て
大
型
行
事
を
開
催

自
治
会
と
子
ど
も
会

の
世
話
人
が
連
携
し
て
地
域

の

子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
行
事

に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

〈夏
祭
り
の
開
催
〉
７
月
に
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
ゲ
ー

ム
や
か
き
氷
屋
台

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
移
動
販
売
車

等
を
集
め
て
開
催
し
ま
し
た
ｃ
本
行
事
は
コ
ロ
ナ
明
け

以
降
に
始
ま
り
、
今
年
度
で
４
回
日
と
な
り
ま
す
。
約

１
１
０
０
名
が
集
ま
る
自
治
会
最
大
の
行
事
に
成
長
し

ま
し
た
。
初
出
店
し
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
屋
台
が
大
盛

況
で
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
導
入
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

〈
や
き
い
も
大
会

の
開
催
〉
Ｈ
月
に
開
催
し
、
７２
名

の

小
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
ド
ラ
ム
缶
か
ま
ど
に
有
志

が
薪
に
火
を
つ
け
、
子
ど
も
た
ち
が
新
聞
紙
や
ホ
イ
ル

で
包
ん
だ
サ
ツ
マ
イ
モ
を
焼
き
上
げ
る
行
事
で
す
。
子

ど
も
た
ち
に
は
大
変
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

敬
老
の
お
祝
い
品
の
贈
呈
に
つ
い
て

７７
歳
以
上
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
祝
い
品
を
お
届
け

し
ま
し
た
。
事
前
に
４
つ
の
品
物
か
ら
選
ん
で
い
た
だ

く
方
法
が
好
評
で
す
。
残
暑
の
厳
し
い
中
で
班
長
の
皆

さ
ま
、
対
象
の
方
々
へ
の
配
布
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

自
治
会
設
立
６。
周
年
の
年
に
向
け
て

最
後
に
、
２
０
２
６
年
は
私
た
ち
白
治
会
の
設
立
６０

周
年
の
節
日
の
年
と
な
り
ま
す
。
歴
代
の
役
員

。
会
員

の
皆
さ
ま
に
改
め
て
深
く
感
謝
を
い
た
し
ま
す
。
新
年

度
に
向
か
い
役
員

一
同
で
新
た
な
取
り
組
み
に
も
挑
戦

し
て
ゆ
く
つ
も
り
で
す
。
今
後
と
も
ご
支
援

。
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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防災対策の映像講習

平
戸
小
学
校
に
て

地
域
防
災
拠
点
訓
練
を
実
施

平
戸
地
域
で
総
勢
１
９
５
名
が
参
加

横
浜
市

で
は

震
度
５
強
以
上

の
地

震

が
発

生
す
る
と
市
内

４
５
９
ヶ
所

の

地
域
防
災
拠
点

が
開
設
さ
れ
ま

す
。
平
戸
四
丁

目

・
五
丁
目
は

平
戸
小
学
校

で

す
。
Ｈ
月
９
日

Ⅲ
に
平
戸
地
区

の
各
自
治
会
か

ら
選
出
さ
れ
た

運

営

委

員

を

中
心
に
行
政
職

員

。
学
校
職
員

と
連
携
し
て
恒

例

の
地
域
防
災

拠
点
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

雨
天

の
中

で
も

電
電
自
治
会

で

は
各
班
自
主
防

災
訓
練
に
総
勢
４
４
５
名
が
参
加
し
、
続

い

て
７５
名
が
拠
点
訓
練

に
参
加
し
ま
し
た
。
地

震
発
生
時

の
開
設

・
運
営
手
順
を
確
認
し
、

参
加
者
は
校
庭

の
災
害
用
地
下
貯
水
タ
ン
ク

か
ら
の
給
水
実
演

・
避
難
者
カ
ー
ド
記
入

。

ハ
マ
ッ
コ
ト
イ
レ
設
営

。
災
害
時

の
映
像
請

習
会
に
参
加
し
、
今
年
は
平
戸
小
学
校

の
児

童
に
よ
る
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
組
＃
．て
実
演

や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「風

の
音
」
と
連
携
し
た

要
支
援
者

の
避
難
誘
導
等

の
新
し
い
取
組
み

を
実
体
験
し
ま
し
た
。
訓
練
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
役
員
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ

い
ま
し
た
。

と
を
理
解
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
４
ク
ラ
ス

約
１
０
０
名
の
児
童
た
ち
は
電
電
自
治
会
の

会
員
も
多
く
、
執
心̈
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
ま

し
た
ｃ
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
防

災
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（会
長
　
蓬
田
　
司
）

の
地
震
体
験

・

最
大
風
速
釦
ｍ

の
風

水

書

体

験

。
煙
体
験

。

災
害
体
験
Ｖ
Ｒ

コ
ー
ナ
ー
等
、

貴
重
な
体
験
が

出
来
ま
し
た
。

今
後
も
平
戸

地
区

の
自
治
会
と
連
携
し
て
各
種

の
活
動
に

活

か
す
施
設
見
学
会

を
開
催

す
る
予
定

で

す
。（防

災
交
通
担
当
副
会
長
　
木
津
谷
勝
正
）

今
年
の
放
水
訓
練
は
６
月
８
日
０
に
第
５

格
納
箱
付
近
、
１０
月
１９
日
日
に
第
７
格
納
箱

付
近
の
２
日
、
対
象
班
の
方
々
を
中
心
に
行

い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練
で
は
自
治
会
内
の
第
二

分
団
第
２
班
の
消
防
団

↑
里
電
消
防
国
）
の

ご
指
導
を
得
ま
し

た
。
多
数

の
参
加

者
が
小
型
消
火
器

の
使
用
方
法
や
消

火
栓

。
消
火
ホ
ー

ス
等
を
使
用
し
た

一
連

の
放
水
手
順

な
ど
を
体
験
し
ま

し
た
。

難静檸

i ll

平戸小学校 5年 1組による
段ボールベッドの組立て実演
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神奈川県総合防災センター

電電消防団による

災害対策用 トイレの設営実演

９
月
２２
日
０
に
、
電
電
自
治
会
館
に
て
４

年
生

の
児
童
を
対
象

に
昨
年
に
続

い
て

「地

域

で
の
防
災

へ
の
取
り
組

み
」
を
テ
ー

マ
に

社
会
科

の
校
外
授
業

を
行

い
、

‐
ｉｌｉ
師

を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
．
電
電
′目
治

会

で
保
有
す
る
発
電
機

や
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
ボ

ン

ベ

・
約

１
０
０
０
食
分

の
備
蓄
食
料

に

つ

い
て
説
明
を
行

い
ま
し
た
．　
一
方

で
自

治

会
自貝
は
３
２
】
０
０
名

を
超

え
て
い
て
、
災

害
時

の
基
本

で
あ
る
３
Ｈ
分

の
必
要
量

は

２
万
８
８
０
０
食
以
上
で
す
。
自
宅
で
の
食

１０
月
１５
日
因
に
、
平
戸
地
区
連
合
町
内
会

ｌｉ
催
で
第
２
回
と
な
る
施
設
見
学
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
各
自
治
会
か
ら
防
災
担
当
役

員
を
中
心
に
２５
名

↑
畢
電
自
治
会
か
ら
は
理

事

。
幹
事

の
９

名
）
が
中
型

バ

ス
で
厚
本
市

の

巨
大
施
設
を
訪

問
し
ま
し
た
。

施
設
で
は
過
去

の
災
害
映
像

で

学

習

し

た
後

に
最
大
震
度
７

料 施 小 治 延 自 説 で 料
が 設 学 会 焼 宅 明 あ 備
使 や 校 館 の の し る 蓄
え 備 の や 際 倒

｀
こ も

る 蓄 防 平 は 壊 ま と 大
こ 食 災 戸 自 や た を 切

難■111爾 :1巌

・
防

犯

特

集

号

奈
川
県
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー

施
設
見
学
会
報
告

平戸小学校 4年生への校外学習

震度 7の地震体験
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し
か
し
実

際

は
、
大
規
模
震
災

の
際

に

は
消

防

の

対
応

は
思
う
ほ
ど

で
き
な

い
そ
う
で

す
。
今
回

の
訓
練

に
参
加
し
た
こ
と

で
、
地
域

の
防
火

体
制

の
強
化
に
役

　

　

一〓
一■
一
．
　

江
イ

立

つ
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（理
事
　
防
火
防
犯
部
長
　
阿
部
美
仲
）

地
域
の
防
犯
対
策
と
し
て
地
域
住
民
が
安

全

。
安
心
に
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
周
辺
道
路
を
見
守
る
た
め
に
自
治
会

館
２
階
の
バ
ル
コ
ニ
ー
に
防
犯
カ
メ
ラ

（２

ム
じ

を
設
置
し
ま
し
た
。

助
率
は
１０
分
の
９
で
す
。
自
治
会
の
実
質
的

な
負
担
は
僅
か
で
済
み
ま
し
た
。

そ
の
他
に
例
年
の
地
域
防
犯
カ
メ
ラ
も
平

戸
第
二
公
園
下
公
園
を
見
通
せ
る
場
所
に
設

置
予
定

で
す
。

こ
れ
ら
６
ヶ
所

８
台

の
防
犯
カ

メ
ラ
の
稼
働
に

よ
り
自
治
会
内

の
事
件

・
事
故

の
抑
制
効
果
を

期
待
し
て
い
ま

す
。

（理
事
　
防
火
防
犯
部
長
　
阿
部
美
仲
）

９
月
２
１１
ｍ
に
理
事
と
有
志
で
消
防
小

屋

（消
防
団
器
具
置
場
）
周
辺
の
草
刈
り
を

賄い犠れはｒ　　　・・一貶甲鰺鸞庶響

場
に
記
録
的
な

猛
暑
が
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Ｆ
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し
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消

防

小

屋
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軒
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「
ホ
〓
」

の
敷
地
は
横
浜

鯉
，・一一鍵
顧
寵
戯
犠
・年

に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
消
防
団
の
み

で
は
管
理
が
難
し
い
為
に
自
治
会
が
応
援
し

て
い
る
活
動
で
す
。

（理
事
　
防
火
防
犯
部
長
　
阿
部
美
伸
）

自
治
会

で
は
停
電
時

の
防
災
備
品
と
し
て

ポ
ー
ク
ブ
ル
電
源
を
２
台
保
有
し
て
い
ま
す

が
、
現
在
保
有
し
て
い
る
機
材

の
故
障
が
判

明
し
、
新
た
に
購
入
し
ま
し
た
。
自
治
会
で

保
有
す
る
ガ
ス
パ
ワ
ー
発
電
機
や
ソ
ー
ラ
ー

バ
ネ
ル
で
給
電
し
停
電
時
に
ラ
イ
ト
点
灯

の

ほ
か
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
充
電

な
ど
に
使
用
す
る
考
え
で
す
。
今
年
度
は
１

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
各
班

及
び
理
事
等

の

役
員
に
貸
与
す

る
防
災
用

ヘ
ル

メ

ッ
ト
を
７０
個

購

入

し

ま

し

法
人
日
本

ヘ
ル
メ

ッ
ト
エ
業
会

に
よ
る
と

「防
災
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
６
年
以
内

の
更
新
」

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
今
後
は
自
治
会

の
防
災
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
６
年

で
の
更
新
を

原
則
と
し
ま
す
。

（理
事
　
防
災
交
通
部
長
　
北
日
善
裕
）

今
年
度
も
恒
例
の
小
型
消
火
器
の
購
入
と

薬
剤
詰
替
え
の
斡
旋
を
１２
月
７
日
い
に
第
二

公
園
の
下
公
園
で
行
い
ま
し
た
。
事
前
に
各

班
か
ら
回
覧
仮
で
中
し
込
み
を
受
け
付
け
、

新
規
購
入
１５
本
、
詰
替
え
２
本
、
廃
棄
１５
本

で
し
た
。

な
お
、
自

治
会

で
は
毎

年

２
回

の
放

水
訓
練

の
会

場
で
小
型
消

火
器

（水
使

用
）
の
操
作

体
験
を
行

っ

て
い
ま
す
。

対
象
班

の
皆

さ
ま
は
万
が

一
の
火
災
に

備
え
て
、
足

非
と
も
こ
の

機
会
に
消
火

器
操
作
を
体
験
さ
れ
ま
す
よ
う
に
お
勧
め
し

ま
す
。

（防
火
防
犯
担
当
副
会
長
　
木
津
谷
工
勝
）
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(4)塚里

子
ど
も
会
と

「や
き
い
も
大
会
」
を
開
催

Ｈ
月
２
日
０
に
第
二
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
で

「
や
き
い
も
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
子
ど
も
会
会
員
の
小

学
生
７２
名
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し

たに
。子
ど
も
た
ち
に
は
サ
ツ
マ
イ
モ

を
新
聞
紙
と
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
包

む
作
業
を
担
当
し
て
も
ら
い
、
焼

き
上
が
る
ま
の
時
間
は
皆
で
ゲ
ー

ム
を
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。

火

の
管
理
は
自
治
会

の
理
事

。

幹
事
が
担
当
。
戸
塚
土
木
事
務
所

か
ら
貸
与
さ
れ
た
ド
ラ
ム
缶
か
ま

ど
に
薪

で
火
を
お
こ
し
、
犯
分
程

で
ホ
ク
ホ
ク
で
美
味
し
い
や
き
い

も
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
に
は
焼
き
―‐
が

っ
た
お
い

も
と
お
菓
子
の
入

っ
た
参
加
賞
を

持
ち
帰

っ
て
も
ら
い
、
お
家
で
食

べ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
「
と
て
も

＝
く
て
美
味
し
か

っ
た
」
な
ど
嬉

し
い
感
想
も
い
た
だ
き
思
わ
ず
煩

が
緩
み
ま
し
た
。

今
年
も
無
事
開
催

で
き
ま
し
た

の
も
子

ど
も
会

の
世
話
人

や
幹

事

・
役

員

の
皆

さ
ま

の
お
蔭

で

す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

難

Ｌ
営

（理
事
　
文
化
部
長
　
佐
藤
俊
子
）
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ドラム缶かまどにいもをセット 子どもたちでやきいもの準備

〓　
ゴ
ミ
集
積
場
所

資源循環局職員による講習会

◇

編

集

後

記

◇

今
回
の
「
一
里
塚
」
は
今
年
度
の
自
治
会
活
動
の
報
告
号
と
な

り
ま
す
。
私
た
ち
の
重
要
テ
ー
マ
で
あ
る
「安
仝

・
安
心
で
住
み

よ
い
街
づ
く
り
」
へ
の
取
り
組
み
を
中
心
に
記
事
を
構
成
い
た
し

ま
し
た
。
早
い
も
の
で
今
年
度
の
活
動
も
残
り
３
ヶ
月
間
と
な

り
ま
す
。
来
年
度
は
い
よ
い
よ
自
治
会
設
立
６０
周
年
を
迎
え
ま

す
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（理
事
　
総
務
担
当
　
原
山
泰
司
）
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やきいも配布

ウ

ォ
ー
ク

ラ
リ
ー

９
月
２７
日
０
に
資
源
循
環
局
戸

塚
事
務
所

の
職
員
を
招
き
、
ゴ
ミ

集
積
場
所
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
実

施
し
ま
し
た
。
参
加
は
班
長

・
理

事
ほ
か
４４
名
ｏ

参
加
者
は
２

つ
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
第

一
公
日
、
第
二
公
園

ド
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
集
積
場
所

を
回
り
、
職
員
の
方
に
出
さ
れ
た

ゴ
ミ
を
見
な
が
ら
分
別
方
法
や
注

意
点
を
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
き

つ

つ
自
治
会
館
に
集
ま
り
ま
し
た
ｃ

会
館

で
は
ヨ
コ
ハ
マ
プ
ラ
５

ｏ

３
計
画
や
、
１２
月
か
ら
変
わ
る
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
等

の
ゴ
ミ
出

し
ル
ー

ル

の
説

明

を
受

け
ま
し

た
．
プ
ラ
ご
み
で
は
ラ
ッ
プ
や
食

品
包
装

の
プ
ラ
は
軽
く
汚
れ
を
落

と
し
た
程
度

で
プ
ラ
ご
み
と
し
て

出
す
．
電
池
類
は
可
能
な
限
り
電

池
を
使

い
切
り
、
テ
ー
プ
等

で
端

子
部

を
絶
縁

す
る
な
ど

の
注
意

点
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
ル
ー

ル
を
守
り
集
積
所
を
清
潔
に
保

つ

気
持
ち
を
持
ち
た
い
と
感
じ
ま
し

，卜に
。（理

事
　
環
境
術
生
部
長
一
瀬
慶
弓
）

ゴミ集積場所での説明熱心に聞き入る参加者

(転出〉

lll 氏 名 転出月

32リモ 定 文 5月

811+ 佐久間 陽介 H月

〈転入〉

ll[ 氏 名 転ブ、りI

24111 1/1ゃ チ| l■tI 5月

27111 |||| | 終 太 51]

36111 香川 佑治 61」

l Tll 内藤 豊 嗣 71]

16班 伊藤 材F人 8月

14りI 日1鳥 博樹 911

24111 杉森 勇介 9サ l

23111 木本 雄太 ナl

1911i II 晃小幡 12 ナ1


